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目的 :生体の腫瘍防御機構 として腫瘍浸脚 ンパ球

(TIL)は局所免疫監視能を有し,癌 の進行により局所

免疫能が変化するとい う報告がある1)。そこで胃癌の

DNA ploidyと TILサ ブセットを測定し,癌 の生物学

的悪性度 と癌局所における宿主免疫応答の関連につい

て検討した。

対象および方法 :1992年7月 より当教室で切除され

た胃癌症例を対象とした。TILは 新鮮標本よりRabin‐

owich法りに準 じ分離 した。すなわち癌部分を酵素処

理後,不 連続密度勾配遠沈法を用いて TILを 採取 し

た。分離した リンパ球は Leuシ リーズ(4/12,2a/3a,

2a/15)に より二重染色を行った。DNA ploldyは ,

H e m a t o x y l i n  e o s i n 染色 に て確 認 した癌 部 分 を

Schutte‐VindelφV法 を用いて行った。それぞれの解析

ヤまFlow―cytometry(FACScan, Becton‐ Dickinson

社)を 用いて行った。

結果 :TIL全 体 の T cel1/T cell+B cell(%)は

75.7±20.1% (n=72), CD4/8,ヒ ヤよ1.09±0.63(n=

72), cytotoxic T cell(Tc)/suppressOr T cell(Ts)十

T c ( % )は 8 6 . 6±8 . 8 % ( n = 3 6 )で あった. T I Lの 組

織 型 別 CD4/8比 は高 分 化 型 腺 癌 (tub l);1.45士

066(n=10),中 分化型腺癌(tub 2);109±0.71(n=

28),低 分化腺癌 (por)iO.97±0.48(n=21),で 分化

度が低 くなるにつれて低下しtub lとtub 2および por

間に有意差 (p<0.05)を認めた。DNA ploidy別にみ

た TILの CD4/8比 は DNA aneuploidy(A),1.26士

0,67(n=31), DNA diploidy(D),1.03± 0.61(n=

31)であ りAに おいて高値 となる傾向を認めた。DNA

ploidy別にみた TILの CD4/8比を stage別にみると

Aで は stage間に有意差を認めなかった.し かしDで

は stageの進行に伴い CD4/8比の低下を認め,stage I

とIVの間に有意差 (p<0.05)を 認めた (Table l),

DNA ploidy別 にみた TILの CD4/8比を壁深達度別

にみるとAで は予後的漿膜面因子陰性例 (ps(―));
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Table l Relationship between CD4/CD8 ratio of

T I L  a n d  D N A  p l o i d y  a c c o r d i n g  t o  h i s t o l o g i c a l

stage

1.48±084(n=6)

0_95±056(n=5)

137± 071(n=8)

120± 061(n=12)

134± 0.75(n=14),予 後的衆膜面因子陽性all(ps

(十)),1.19±0.60(n=17)と 両群間に有意差を認め

なかった。しか しDで は ps(― );1.34±0.68(n=

14), ps(十),0。75±0.40(n=17)と ps(十 )君羊にお

いて CD4/8比 は低下し両群間に有意差 (p<0.01)を 認

めた。

考察 :TILの CD4/8比 は,Aで は stage間に差を認

めなかったが,Dに おいて stageの進行に伴い低下 し

た。また TILの Tcと Ts比 率では Tcが 非常に高率

に認められた。このことよりDの TILに おいて Tcは

stageが進むにつれて相対的に増加 していると考えら

れ,Aの 癌に比べ Dの 癌の局所免疫能は高 くなると推

測された。以上よりDの 癌は同じstageの Aの 癌 と比

較 して予後良好である一つの機序 と考えられた。
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